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1.緒言

二Uj研究は.力TコにJ'jモの県二　を張Lljせる研究

ではなく. lJ]1'コの絹夕>/＼'jn追信J'･を改造L. Fク

モun)糸二　に似た絹糸をカイコにつくEtJせようとする研

究であるr　クモの糸は細くて仰山こ切れてしまうの

で.繊維としてU)抑l=二両かないJ)ではB.'と考えら

れがちであるがクモU)県ul)/jIL射代に張られた糸(縦

糸)は.糸の太さ(断rnT一帖)あたりの強さに換竹する

と.どんな糾LJI.;の針金よりも強い｡縦糸U)lT']班･1-に要す

る工ネJLギーは.鋼鉄祁甜三の.-'-10 1,.1'.･.歳圭繊維.の.3.5

情であるといわれている　また.縦糸はとても揮い繊

維で.地球･周に帖L'Tする｣ JjknlUj長さで_i-A)Le Lか

ない　さ引二.縦糸は伸縮性'_に嵩み50日誹′:まで伸び

るといJ)特徴がC)る　クモの渠urj油捲き代に張られた

糸　咽Ji糸)もユニ一一jjな糸で.棋糸に枯紺′l三を付/]す

る1出潮i. '7モU-)貼/)弛みを(r'-fir,iする日動をきl附〕機

能もあるといわれている

･IIL_uI)クモが作る糸には. 1 I:_I(1tU,)朕な-)た牧f撒iurj

糸があるが　どU)糸も厘くてLA)二で,弾)描-.が6)り,

繊細とLT魅JJ的な性賞をもーJている　しかし, ･lJL.

uI)クモが　一風二,LH,す糸し引出まそれほど多くなく.繊維

とLて神HIrることはとても難しいといわれているE

クモU-)糸もカ1'コの絹糸も･フ(プロイン･という

たんは<rE:U)let,できている　追信JⅦL便えの技術を使

-)て.カイコJ)絹r/でソロ1'ンを-｣くる追lL'J'-をクモ

糸U-)j封∴召二冊,史jLることかできれば　そJ-)追信用L

換えカイ｣は/7モJ)糸｢に似た紺を絹糸腸内に薫粧

し,それを吐糸する　-)まり.豪吏紺とは･‖市立-)た

風合いをもー)耕Lい紺が創出できるはずである

2.実験方法

カイ｣U)糾ま.フfソロイン'JJi J'･ ('JJi J'･ll:_Ii'..lJ.17 Jj)

の　H鎖(h山､Ih.Ll川n)サーノユニット('JH′･:li-州-35

Jj‖二I.針目LitJll LlMln)サブユニット(分J′･量約215

J]')がヽヽ結合で結合したflViju-をとる　第25 ･余色休

(連関Ln''-)にあるH硝サブユニットU)jut,訂F:/h-illは

lTィ闇己列(イントロン)により. ′l:物羊的情硯を運ん

でいる..'･.-ri'JjL (エクソン)が2 ,)U)117位に'J州如されてい

る',j'ti lJ染色休にあるⅠ,鎖サブユニ､ソトU):l辺信J'-I:I/トL

は. (1佃のイントロンにより, 7 -)U)工jJソ),に'JjYl如

されているr.蚕と蜘螺の糸が合いL/) J'-にな･'た　耕L

い絹｣ (即ち通常U)交紺育種法では作り目ない紺)を

吐くカイコを作り目'[すために.二U)7 1,ソロi'ンり封r,､

J'･のエクソンの･部分に蜘螺糸U)julr,'J′･を組込んだり

そuIj jJ.:'Tl;'JJiを蜘峠糸ur)追信召二lF,I,1.'.jfjさえることを., hrhl L

た

カイコに外来追信l′･を導へすれば　耕Lい圧汀1'/＼雄Ia

能をも一)カイコを作り,'I',すことが川.来る　そU)Ffi/＼/j

法としては.日)クロー一二化Lた外来遣flJJ･ [)NAをLE'1

接卵や卵枝に汗人するJj法, (二･ //L来追U J′- [)NAを糾

み込んだ組み換え体ウイルp/lを便-｣て.1'liJ甚J止しU)′冊'r_

糾闘射二'外来追信J′･ I)NA　を運び込ませるJj法などが

ある　また.服用tJ撒系とLては. ･lJ]J1'｣,余色(付､

ランダムに遺f1-J･を導へするトラン左いノ､二を吊いた

形■用fl､換系. (2)f即/Jとする追信J′-l'l'L,･1.位に遣信J′とLて

U-)読射/l～を揃えて(ill Jll･LHTIL･に) lT'.しい/jlr'･什r:.をも-'

て導入する｢遺伝J'一夕-ゲッテナン/i (ざLlnL･ l川IgLtL‖1ぎ)

法一　による形相･_,瀬系などがある｢

3.結果と考察

カイコJ)卯は硬い殻にLiまれ-~召川.岬へ仙封∴ J'･

U-)直接導入は佃T.ではなく,持株な汗射LIJF<lrEJ十TJ/＼リー

U,)強い追信再iぬどを必要･とする　ト=/二十巨ノ二′を

用いた形相転換系では,対象追信1'-U)日的U)JLl-r'1日二外

来追llLJ･ DNA　をLE:灘に親類生むことか難Lく.ソ(

ソロ1'ン遺伝J′･を意図するよJ)に改造･改変するJLi-.'丁

には向かないよr)に思われる,そこで.親射()さえ件rlJ

イルスを使一-)た追L,-訂クーーゲ､ソテ1,ニケによる-I/仁ノ
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ロイン遺伝(-の改造･改変を現在∴欠の様なJj法で試

みている｡

カイコの細胞核内に進入するが.カイコで発病

しないバキュロウイルスを利川した｡バキュロ

ウイルスのゲノムⅠ)NAのサイズは約1jOkhpで

あり,直接制限酵素などで処理するには大き過

ぎる,,そこで.数khpのベクターをもとにして

｢バキュロウイJLスの多llJ休遺伝J′･のI-.流配列.

カイコの紺フィブロイン遺伝J'-の卜流配列とフ

ロモーター配l/lL　クモ糸遺伝子配列.絹フィブ

ロイン遺伝J′･の卜流配列,多角休遺伝(･の卜流

配列が順に繋がった挿入配列｣を組み込んだト

ランスフ1,--ベクタ一一(図　A)を構築したo　こ

のトランス7-)･-ベクター(rlXI A)とバキュロ

ウイルス(図　B)を措養細胞にIL,:感染させた｡現

在,多lfJ体遺伝(-のl･.iJit配列部'7jLと卜流配列部

分でそれぞれ相補的組換えを起こさせ. ｢絹フィ

ブロイン遺伝J'-のI･.流配]/'IL　絹フィブロイン遺

伝r-のフロモーター配列,クモ糸遺伝了･配列.

絹フィブロイン遺伝J'-の卜流配列が川田こ繋がっ

た配列｣を組み込んだ親換え休ウイルス(図(')

を作成しつつある｡今後引き続き.二U)紺掩え

休ウイルスを　5　齢幼虫に往射して.クモ糸遺信

]二をカイコの牛殖細胞の枝l人目こ運ばせるE　さら

に組換え休ウイルス(図(I)とカイコ染色休　什Xl

I))の紺フィブロイン遺信J′･の上流配)/lJ,部'JJiと卜

流配列部分でそれぞれ相補日'l'Jg:lL換えを起こさせ.

｢カイコの絹フィブロイン遺信J′･のフロモ-一一ク

ーの後にクモ糸遺伝J'-が繋がった配J/'lL　をカ1'

コ染色休I)NA　に挿入する　什ズ1 L) i'･定である

現在.カイコの細胞校内にクモ糸追信J′･を:['iLflJtこ

込ませるのに必要なリコンビナント･ウイ)L/I/～

を作りつつあるが,あと･Jij1-で宣戒というとこ

ろまで進んだど神明される

ウスタビガやクスサンの繭は､紡ぎ射二はなるが

繰糸出来ないo　また.天蚕の紺は高(rlliであるが)こ蚕

は隼一一度しか飼育lLIJl来ないなどのイilEh'さがある(クモ

糸遺伝J'-だけでな<,このJj法を応用してクスサン

ウスタビ九　人蚕などの紺タン/＼ク遺信J′でも同じよ

うなJ)三験を行い.そのイこ便さや問題点をr,'LIJfiL.さら

にいろいろな新しい絹をカイコに吐かせることを試み

て行きたい｡

C. Eec.mbinant virus
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Fig. Gene targeting in the silkworm by use ofa baculovil.uS
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